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臓器移植は外科医にとって興味ある課題であり， 20世紀初頭から犬や羊で腎織
の移植が試みられてきたが， 1950年代になってボストンではじめて臨床例で 1-
3カ月間の成功をみて以来，イギジス，フランスにおいても試みられるようにな
ヲ， 1960年代に入って親，兄弟，死鉢から提保された腎の移植患者に長期生存が
得られるようになって臨床における治療の手段として確立した。 1960年代に盛ん
に腎移撞を行った Starzl，Hume，Najarian，Kountz，Belzerらはそれぞれ外科
の chairmanとなり， 一時代を画した。当時彼等によって出版されたいくつか
の移謹の著書は臓器移植学とよぶべきもので，アカデミックな色彩が強く，移撞
免疫学の基礎から始まるぶ厚いもので、あった。本書の著者の Chatterjee辻上記
の pioneer達よ予も世代が若く，すでに腎移譲がアメリカにおいて広く仔われ
ている持に腎移植を専門としだした世代に属している。現在アメヲカの主要な大
学では腎移埴専門の診療部門が設置されており，外科の residentが rotateして 
trainingをうけている。本書はこれの若い residentが移植の病棟で動く時に必
要な具体的な知識や方法を簡潔に記載している。内容は第 1章から14章に分かれ
ておヲ，遼史， histocompatibility，donorと recipientの選択， 死捧腎移植，
手街衛式，蘇車免疫抑制，衛後管理，合併症，精神科的問題点などが190買の
中にまとめられ， 55の図表は写真も含めて顎解である。各章ごとに関連した論文
が豊富に引用されており，さらに詳細な検討の指針となっている。本書を通読し
て靖感した事は腎移植がいまだに sophisticatedな興味ある学問題課題を提撰し
ている反面，これらの基本的な問題にふれることなしに実用の治療法として確立
しているという点である。我が国においては 3万人近い慢性血液透析患者にたい
する膨大な医療費辻今後ますます増大の一途をたどるものと予期され，大きな問
題となっている中で，腎移植による治療法がさかんになることが医療行政上から
も強く望まれている。しかしいまだに臓器の提供，死の暫定などの基本的な問題
にためらいがあることが，日本の腎移植があと一歩さかんにならない理由であろ
う。本書は若い residentがいかにしたら能率よく腎移謹の外科をマスターでき
るかという目的が顎瞭であり，上述のよう会ためらいは全く感じられない。我が国
の腎移植にたずさわる若い外科医がアメジカにおける TransplantationService 
での診療の実体をかいまみる絶好の書であ孔さらに一歩すすめて，アメヲカに
おける若い外科室の教育のレベルを本書からうかがい知ることができる。
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